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１.再生骨材コンクリートの経緯

①コンクリート塊のリサイクルの現状

建設廃棄物コンクリート塊発生量（平成１４年度）

約3,600万リサイクル率98％
道路舗装用路盤材が主

 
需要は年々減少傾向

コンクリート塊予想発生量
 

２０５０年
 

４～６倍

(全国生コン出荷数量グラフ参照)

・コンクリート用骨材への方向転換

＝循環型リサイクル

コンクリート塊を

コンクリートへ再利用リサイクル

大量発生対応に対する唯一の解決策

 
  
               解体構造物 
                ビル等 
  
 
 
       
         コンクリート塊      
                           
    これからの流れ      現在の流れ    埋め立て 
              
    コンクリート用        路盤材 
     再生骨材 
        
 
      再生コンクリートによる新築ビル        

                                    





②再生骨材コンクリートの経緯

・1974～76  （財）建設業協会による研究

・1981～85

 
「建設事業への廃棄物利用技術の開発」建設省

・

 
1991/3/4  「再資源の利用の促進に関する法律」リサイクル法

 
制定

 
公布

・1992～1996 「建設副産物の発生抑制・再生利用技術の開発」

・1994/4

 
「コンクリート副産物の再利用に関する用途別暫定品質基準(案)」

・1999      建設白書「・・コンクリート用骨材利用が急務」

・1999/12

 
「建築構造用再生骨材の品質基準」（財）日本建築センター

・1998～2000 JCI 標準化委員会のWG

 
TR A 0006

・2001/1  特定建設資材廃棄物の再資源化促進基本方針

 
骨材利用

・2002/5

 
建設リサイクル推進計画2002（国交省)技術開発とモデル工事

建設リサイクルガイドライン

 
に再生骨材コンクリートを表記

・2002～

 
JCI「再生骨材標準化委員会」発足

 
JIS化に向かう

・2003/2    JASS 5 「再生骨材品質」規定

・2005/3

 
JIS

 
A 5021

 
コンクリート用再生骨材H

 
制定

・2005/6

 
「電力施設再生骨材コンクリート設計施工指針（案）」（社）土木学会

・2006/3  JIS A 5023 再生骨材Lを用いたコンクリート

 
制定

・2007/3  JIS A 5022 再生骨材Mを用いたコンクリート

 
制定

・2009    JIS A 5308

 
改正

 
付属書Aに再生骨材Hが明記

・2009    JASS 5

 
28節にJIS化された「再生骨材コンクリート」

 
記載

・2011    JIS A 5021 コンクリート用再生骨材H

 
の改正

再生骨材及び再生コンクリートの使用基準（案）

 

昭和４９年

建設廃棄物処理再利用委員会

 

（（社）建築業協会）

再生コンクリートの用途 構造用 非構造用

設計基準強度（Ｎ/mm2） １６以下 １５以下 １２以下

再生粗骨材 置換率（％） 100

吸水率（％） ７．０以下

再生細骨材 置換率（％） 0 ０～１００ 100

吸水率（％） ー １２．０以下

再生粗骨材を用いるコンクリートの使用基準（案）

 

昭和５６年

建設省総合技術開発プロジェクト

再生コンクリートの用途 構造用 非構造用

設計基準強度（Ｎ/mm2） ２１以下 １８以下 １５以下

再生粗骨材 置換率（％） ３０以下 ３０～５０ ５０以上

吸水率（％） ７．０以下

再生細骨材 置換率（％） 0

吸水率（％） ー

建築構造用再生骨材認定基準

 

１９９９年

（財）日本建築センター

再生骨材の品質

項目 再生粗骨材 再生細骨材

絶乾密度（ｇ/ｃｍ3） ２．５以上 ２．５以上

吸水率（％） ３．０以下 ３．５以下

微粒分量（％） １．０以下 ７．０以下

塩化物量（NaCl)(％） ０．０４以下

コンクリート副産物の再利用に関する用途別暫定基準（案）平成６年４月１１日

建設省総合技術開発プロジェクト（建技調発第８８号）

再生骨材の種類

再生 再生粗骨材 再生細骨材

種別 １種 ２種 ３種 １種 ２種

吸水率(％） ３.0以下 ３.0以下 ５.0以下 ７.0以下 ５.0以下 １０.0以下

安定損失(％） １２.0以下 ４０.0以下* １２.0以下 １０.0以下

*凍結融解耐久性を考慮しない場合

再生骨材コンクリート

種類 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

粗骨材 再生１種 再生２種 再生３種

細骨材 普通骨材 普通又は再生１種 再生２種

使用用途
鉄筋コンクリート

無筋コンクリート 捨てコンクリート
無筋コンクリート

適用構造物例

橋梁下部 コンクリートブロック 裏込めコン、捨てコン

擁壁 側溝、重力式擁壁 土間コン、均しコン

トンネルライニング 集水桝基礎、砂防ダム 非構造体

設計基準強度の目安 １８～２１Ｎ/mm2 16～18Ｎ/mm2 １6Ｎ/mm2未満

標準情報ＴＲＡ０００６「再生骨材を用いたコンクリート」

 

２０００年

（社）日本コンクリート工学協会

再生骨材の品質

項目 再生粗骨材 再生細骨材

吸水率（％） ７．０以下 １０．０以下

微粒分量（％） ２．０以下 １０．０以下

再生骨材コンク

 
リートの種類

標準品 呼び強度１２N/mm2

塩分規制品
標準品の品質を満足し塩化物イオン含有量を規制

特注品

強度・塩化物イオン含有量等について購入者と生産者

 
らが協議し、購入者がその品質を定める再生骨材コン

 
クリートで、呼び強度の上限は１８N/mm2

JASS5 鉄筋コンクリート工事

 

再生骨材品質

 

２００３年

(社）日本建築学会

再生骨材の品質

項目 再生粗骨材 再生細骨材

絶乾密度（ｇ/ｃｍ3） ２．５以上 ２．５以上

吸水率（％） ３．０以下 ３．５以下

微粒分量（％） １．０以下 ７．０以下

塩化物量（NaCl)(％） ０．０４以下

＊設計基準強度３６N/mm2以下



２．コンクリート用再生骨材の製造方法
 

（土木学会：電力施設解体コンクリートを用いた

 再生骨材コンク

 
リートの設計施工指針（案）から）



各方式

破砕法
 



磨砕法

↓



加圧摩砕方式
 竹中工務店

 
サイクライト

 （栗本鐵工・大阪市立大学）



太平洋セメント
 スクリュー方式



加熱すりもみ方式
 三菱マテリアル



密度による選別
 湿式比重選別方式

 （京星）








外見

再生粗骨材
 

⇒

再生細骨材

⇓

軽比重再生粗骨材

⇓



製品検査

・JIS A 5308 附属書7の化学法を、

 月１回の頻度で実施している。

・製品ロット管理で「生コン

 GBRC促進法」を実施

大臣認定における検査

受入検査

A.
 

粗骨材周緑の反応性リム

 
および骨材自体

のひび割

B.
 

骨材破面に光沢のある透明な物質で覆われて

いる。または白色に変化している。

C.
 

コンクリート表面に白色の折出物が認められる。

アルカリ総量抑制対策

•｢無害｣と判定された再生

 骨材であっても、再生コンク

 リートのアルカリ総量を

 3.0kg/m3以下 にする。



16

試験施工の位置試験施工の位置

木津川堤防天端舗装
2010年3月25日(木)
再生100 (t=15cm)
（幅員3.51m×長さ100m=351m2)

近畿地整

 

近畿技術事務所
2009年12月8日(金)
新材100、再生50、再生100 (t=15cm)
（幅員3.25m×長さ8m×3=78m2)

セメント新聞
2010年4月5日号に掲載
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